
基本目標

基本施策

達成率

指標の分析

実　績

決 算 額

予 算 現 額

当 初 予 算 額

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

そ の 他

一 般 財 源

国 庫 支 出 金

執 行 率

間 接 経 費

職 員 人 件 費

（間接経費）

実　績

達成率

実　績

実　績

達成率

実　績

達成率

指標名
基準値

（単位）

実績の推移

目標値

（単位：円、人）２　事業費・人件費等の推移

嘱 託 員 数

実　績

嘱 託 員 人 件 費

市 債

（事業費）

（人件費）

職 員 数

１　施策の名称・めざす姿

施 策 評 価 シ ー ト

３　指標実績の推移等

達成率

達成率

総 コ ス ト

記 載 年 月

対 象 年 度

め ざ す 姿

施 策 名

総 合 計 画

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

主担当部課名

平成30年9月

平成29年度

- 1 -

058 地域コミュニティの活性化支援

Ⅲ 人とコミュニティをはぐくむ文化のまち（文化・学習）

09 市民との協働体制の構築
市民協働推進部 地域コミ
ュニティ課

文化センターを中心とした市民主体のコミュニティ活動が行われ、地域住民のふれあいが深まり、こころ豊かな明るい地域社会が
形成されています。

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

H29年度

文化センター利用者数、コミュニティ事業参加者数ともに毎年増加しており、平成29年度は地域まつりの実施が天候に恵まれたこともあり、前年よ
りも減少したものの目標値を上回る結果となった。今後も多くの市民が文化センターを利用されるよう、施設の周知と事業の充実を図っていく。

460,515,000 1,076,365,000 576,710,000 521,938,000 416,852,000 415,328,000

0 0 0 0 0 0

1,300,000 13,600,000 0 15,000,000 0 10,400,000

22,000,000 483,000,000 0 0 0 0

159,670,000 165,688,000 56,156,000 20,409,000 19,930,000 24,757,000

277,545,000 414,077,000 520,554,000 486,529,000 396,922,000 380,171,000

483,125,000 1,023,605,000 576,429,000 521,938,000 422,482,000 0

434,415,556 1,001,932,777 542,829,170 496,525,820 398,385,735 0

0 0 0 0 0 0

1,100,000 15,000,000 21,900,000 11,500,000 0 0

20,000,000 435,000,000 0 0 0 0

21,798,637 20,590,712 20,713,096 20,679,454 25,142,157 0

391,516,919 531,342,065 500,216,074 464,346,366 373,243,578 0

89.9 97.9 94.2 95.1 94.3 0.0

47.59 48.89 46.81 45.51 47.25 0.00

380,356,793 372,236,482 364,708,085 354,636,812 362,956,734 0

0.85 0.00 1.00 2.00 0.80 0.00

2,752,365 0 3,269,483 6,435,314 2,496,320 0

13,580,651 13,356,822 12,874,376 12,733,903 0 0

831,105,366 1,387,526,081 923,681,114 870,331,849 763,838,789 0

①文化センター利用者数

955,507

人

926,141 965,240 1,038,698 980,382

94.9 98.9 106.4 100.4

976,000

②各文化センター圏域でのコミュ
ニティ事業参加者数

225,973

人

222,427 228,575 238,754 236,873

96.3 99.0 103.4 102.5

231,000



達成できている点

達成できていない点

進ちょく状況

今後の課題、状況や市民ニーズの変化

これまでの主な取組と成果

５　施策の評価

今後の展開

４　施策の進ちょく状況
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文化センター利用者数、コミュニティ事業参加者数ともに毎年増加しており、平成29年度は地域まつりの実施が天候に恵まれたこともあり、前年よ
りも減少したものの目標値を上回る結果となった。今後も多くの市民が文化センターを利用されるよう、施設の周知と事業の充実を図っていく。

　各文化センターでは、地域住民の交流とふれあいの場を広め、コミュニティ活動を活発にするため、自治会、学校（ＰＴＡ）、老人クラブ、自主
グループ等で構成されるコミュニテイ協議会が主体となり、地域まつり（夏まつり）や地域文化祭、運動目的のレクリェーション大会、地域住民対
象の防災訓練、節分の集いといった伝承行事など、地域の特色を活かした各種行事を実施している。行事の開催にあたっては、盆踊りやおはやし、
模擬店、カラオケ大会など地域の人々が参加しやすい場を市民との協働で提供するなど、地域コミュニティの醸成を支援してきた。
　また、11文化センターでサークル活動する人々の成果の発表の場として、ちびっ子ふれあい文化祭・コミュニテイ文化祭を実施してきた。
を実施してきた。

行事の参加者数については、天候や日程、景気等に左右されやすいが、今後も催し内容やＰＲ方法の見直しを行い、集客に努め、多くの地域住民の
交流の場となるよう近隣の行事との重複開催にも配慮し、事業の充実を図ることが課題である。
事業協力者の高齢化により協力者の確保が難しい面もあるが、次世代継承を考えながら対応していきたい。新しく市民となった方の参加にも働きか
けをしていきたい。

市民協働の最前線とも言えるコミュニテイ協議会の今後の活動を支援し、伝統の良さを残しながら、地域の特性を活かした各圏域の特色となりうる
イベントを取り入れ、より多くの方々に参加してもらえる行事にしていき、交流の場として提供していく。
今後も行事の継続的な存続を視野に入れ後継者を育成していきたい。

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標以上に進んでいる 目標以上に進んでいる

押立文化センター以外の1
0館については、前年以上
の参加者で推移している。

全11館について、前年以上
の参加者で推移している。

どちらの指標においても、
目標数値を上回った。

どちらの指標においても、
昨年の利用者数・参加者数
より微減しているものの、
目標数値を上回っており、
現状の水準を保持したい。

押立文化センターについて
は、新しい建物であること
もＰＲしながら、かつ自主
講座を開催し、センター拠
点の活動者を確保していき
たい。

昇降機設備更新などにより
停止しなければならない周
知をしっかりしていく。
押立文化センターについて
は、施設の改築により新し
い施設であることをアピー
ルし利用者が増加するよう
努めていく。

事業継続のため、子育て世
代や若年層の協力を得る必
要がある。

現在の利用者には継続利用
を促しながら、比較的利用
の少ない世代に重点を置い
て、利用者が増加するよう
努めていく。



【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

事業種別

【進捗状況】

事業種別

４か年事業費計(単位:千円)

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事務事業名称
４か年事業（上段：計画、下段：評価）

【進捗状況】

所管部署

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事業種別

６　主要な事務事業の進行管理
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平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

※４か年事業費計は、第６次府中市総合計画策定時に算出したもので、今後の予算編成等により、実際の予算額と差が生じる場合があります。
　また、工事等に関する部分は、経常的経費とは異なるため、算定から除いています。

コミュニティ圏域内地域交流促
進事業

市民協働推進部 地域コミュニ
ティ課

主要な事務事業

78,180

コミュニテイ協議会の活性
化を支援し、伝統の良さを
残しながら各圏域でより地
域の特性を活かしたイベン
トの内容を取り入れ、より
多くの市民が参加できる交
流の場を提供していく。

コミュニテイ協議会の活性
化を支援し、伝統の良さを
残しながら各圏域でより地
域の特性を活かしたイベン
トの内容を取り入れ、より
多くの市民が参加できる交
流の場を提供していく。

コミュニテイ協議会の活性
化を支援し、伝統の良さを
残しながら各圏域でより地
域の特性を活かしたイベン
トの内容を取り入れ、より
多くの市民が参加できる交
流の場を提供していく。

コミュニテイ協議会の活性
化を支援し、伝統の良さを
残しながら各圏域でより地
域の特性を活かしたイベン
トの内容を取り入れ、より
多くの市民が参加できる交
流の場を提供していく。

目標以上に進んでいる 目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標以上に進んでいる 目標以上に進んでいる

前年度までの「ふれあいの
集い運営費」「地域まつり
運営費」「野外活動振興費
」「ふるさと広場運営費」
の目的別4事業を統合した
ことにより、各地域の特性
を活かした事業が実施でき
た。

目的別4事業を統合したこ
とにより、各地域の特性を
活かした事業が実施できた
。総体費用化により予算計
画後に生じたその時の事情
に適した配分変更が可能に
なり過不足を最小限に抑え
られた。

目的別4事業を統合したこ
とにより、各地域の特性を
活かした事業が実施できた
。総体費用化により予算計
画後に生じたその時の事情
に適した配分変更が可能に
なり過不足を最小限に抑え
られた。

目的別4事業を統合したこ
とにより、各地域の特性を
活かした事業が実施できた
。総体費用化により予算計
画後に生じたその時の事情
に適した配分変更が可能に
なり過不足を最小限に抑え
られた。

コミュニティ事業運営事業

市民協働推進部 地域コミュニ
ティ課

主要な事務事業

10,900

自主的なコミュニテイ活動
を助長する契機となるよう
な行事等を、市が提供し、
コミュニティ活動を促進し
ていく。

自主的なコミュニテイ活動
を助長する契機となるよう
な行事等を、市が提供し、
コミュニティ活動を促進し
ていく。

自主的なコミュニテイ活動
を助長する契機となるよう
な行事等を、市が提供し、
コミュニティ活動を促進し
ていく。

自主的なコミュニテイ活動
を助長する契機となるよう
な行事等を、市が提供し、
コミュニティ活動を促進し
ていく。

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標以上に進んでいる 目標以上に進んでいる

趣味や教養を高めながら、
コミュニテイづくりを進め
るために各文化センターに
おいて、子ども・高齢者向
けの教室等を実施した。

趣味や教養を高めながら、
コミュニテイづくりを進め
るために各文化センターに
おいて、子ども・高齢者向
けの教室等を実施した。

趣味や教養を高めながら、
コミュニテイづくりを進め
るために各文化センターに
おいて、子ども・高齢者向
けの教室等を実施した。

趣味や教養を高めながら、
コミュニテイづくりを進め
るために各文化センターに
おいて、子ども・高齢者向
けの教室等を実施した。

地域コミュニティ活動活性化支
援事業

市民協働推進部 地域コミュニ
ティ課

主要な事務事業

61,920

地域社会における住民自治
の振興と市民生活の向上を
図るため、自治会等が所有
する公会堂の維持管理のた
めの新築・改修・補修・敷
地助成などを申請に基づき
負担軽減をしていく。

地域社会における住民自治
の振興と市民生活の向上を
図るため、自治会等が所有
する公会堂の維持管理のた
めの新築・改修・補修・敷
地助成などを申請に基づき
負担軽減をしていく。

地域社会における住民自治
の振興と市民生活の向上を
図るため、自治会等が所有
する公会堂の維持管理のた
めの新築・改修・補修・敷
地助成などを申請に基づき
負担軽減をしていく。

地域社会における住民自治
の振興と市民生活の向上を
図るため、自治会等が所有
する公会堂の維持管理のた
めの新築・改修・補修・敷
地助成などを申請に基づき
負担軽減をしていく。

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

府中市自治会連合会に対し
補助金の交付と自治会等が
所有している公会堂の維持
管理の助成を行い、地域社
会における住民自治の振興
と市民生活の向上を図った
。

府中市自治会連合会に対し
補助金の交付と自治会等が
所有している公会堂の維持
管理の助成を行い、地域社
会における住民自治の振興
と市民生活の向上を図った
。

府中市自治会連合会に対し
補助金の交付と自治会等が
所有している公会堂の維持
管理の助成を行い、地域社
会における住民自治の振興
と市民生活の向上を図った
。

府中市自治会連合会に対し
補助金の交付と自治会等が
所有している公会堂の維持
管理の助成を行い、地域社
会における住民自治の振興
と市民生活の向上を図った
。
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先
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当初予算額
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事
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人
件
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事
業

７　構成事務事業の評価 （単位：円）
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H29年度 H30年度H29年度 H30年度

1 自治振興助成事業 30 17,672,000 17,462,600 17,432,000 自治会等に、回覧物の各世帯への
配布などを委託する。

B 1 B B

2 コミュニティ文化祭運営事業 30 1,235,000 1,235,000 1,235,000
文化センターで活動する自主グル
ープが日頃の成果を市民に展示・
発表する。

B 1 A B

3 コミュニティ圏域内地域交流促進
事業

30 18,130,000 18,127,066 18,041,000
地域住民の交流とふれあいの場を
広げ、コミュニティ活動を活発に
するため、住民同士のふれあいの

B 1 A A

4 コミュニティ事業運営事業 30 6,530,000 6,495,310 6,505,000
各文化センターにおいて、子ども
・高齢者向けの教室等を実施する
。

B 1 A A

5 地域コミュニティ活動活性化支援
事業

30 22,220,000 18,123,249 18,937,000
府中市自治会連合会に対し、補助
金の交付を行う。公会堂の整備事
業を実施するものに対し補助金を

B 1 C C

6 文化センター管理運営事業 30 351,065,000 336,942,510 353,178,000 文化センター１１館の施設の維持
管理

B 1 B B

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合 計 416,852,000 398,385,735 415,328,000
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059 民間活力による地域貢献活動の促進

Ⅲ 人とコミュニティをはぐくむ文化のまち（文化・学習）

09 市民との協働体制の構築
市民協働推進部 協働推進
課

ＮＰＯ・ボランティア団体、自治会、大学、企業等、行政が相互に協働・連携し、各組織が有する知的・人的・物的資源が地域に
還元され、住民主体のまちづくりが進み、地域社会が発展しています。

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

H29年度

「府中市市民協働の推進に関する基本方針」に基づき各課で実施している協働事業を整理した結果、基準値である平成24年度と比べ、指標上の数値
が減少しているが、類似事業の統合や協働先の変更によるものが見られることから、引き続き、各課において協働の取組が広がるよう事業展開を図
る。

3,184,344,000 105,588,000 364,358,000 44,482,000 6,228,622,000 310,444,000

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

1,582,000,000 60,000,000 241,000,000 0 3,505,000,000 0

1,595,220,000 1,876,000 1,728,000 5,903,000 2,396,038,000 4,036,000

7,124,000 43,712,000 121,630,000 38,579,000 327,584,000 306,408,000

2,559,653,000 105,588,000 37,004,000 44,483,000 6,213,320,000 0

2,559,202,531 102,186,331 33,664,157 38,653,107 6,208,043,844 0

0 0 0 0 774,800,000 0

0 0 872,964 0 0 0

1,270,000,000 59,000,000 0 0 2,924,000,000 0

1,269,497,712 2,446,826 2,611,756 1,936,856 2,203,896,633 0

19,704,819 40,739,505 30,179,437 36,716,251 305,347,211 0

100.0 96.8 91.0 86.9 99.9 0.0

4.81 6.00 6.61 6.61 6.05 0.00

38,468,009 45,664,010 51,532,080 51,540,414 46,473,825 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0 0 0 0 0 0

1,325,668 1,573,579 1,657,974 1,669,788 12,954,602 0

2,598,996,208 149,423,920 86,854,211 91,863,309 6,267,472,271 0

①登録ＮＰＯ・ボランティア団体
数

115

団体

126 134 138 293

93.3 99.3 102.2 217.0

135

②市とＮＰＯ・ボランティア団体
等が協働実施している事業数

85

事業

74 77 84 80

74.0 77.0 84.0 80.0

100

③市と大学や企業等が協働実施し
ている事業数

52

事業

59 56 41 43

103.5 98.2 71.9 75.4

57



達成できている点

達成できていない点

進ちょく状況

今後の課題、状況や市民ニーズの変化

これまでの主な取組と成果

５　施策の評価

今後の展開

４　施策の進ちょく状況
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「府中市市民協働の推進に関する基本方針」に基づき各課で実施している協働事業を整理した結果、基準値である平成24年度と比べ、指標上の数値
が減少しているが、類似事業の統合や協働先の変更によるものが見られることから、引き続き、各課において協働の取組が広がるよう事業展開を図
る。

平成14年度に府中ＮＰＯ・ボランティア活動センターを設置し、情報提供や啓発事業等を通じて市民の地域貢献活動に対する理解と参加のきっかけ
づくりを行ってきた。また、平成21年度から府中ＮＰＯ・ボランティア活動センターの運営を市内ＮＰＯ法人に委託し、より市民目線に立った地域
貢献活動の促進を図った。平成29年度に市民活動センターを開館し、府中ＮＰＯ・ボランティア活動センターの機能を移転した。市民活動センター
では、従来の取組に加え、指定管理者の中間支援ノウハウの活用により、市民活動や協働のさらなる推進を図っている。
大学・企業等の地域貢献活動の促進については、大学とは平成14年度より東京農工大学、平成18年度より東京外国語大学、平成19年度より明治大学
と、協定等に基づく協働・連携事業を引き続き実施している。企業スポーツチームとスポーツを通じた市民との交流を図るほか、平成24年度より、
新たに市内事業者との高齢者宅の見守りを開始した。
平成25年度の市民協働推進本部の設置以降、協働の意識啓発に努めている。

近年、ＮＰＯ・ボランティア団体数及び地域貢献活動等に参加する市民の数は増加傾向にあり、様々な分野で協働が進んでいる。しかし、協働の担
い手となり得る組織力のあるＮＰＯ・ボランティア団体の不足など、いまだ多くの課題も残されている。
また、協働・連携体制の構築された大学等の数については、近年横ばいとなっており、単年度事業、担当教授や研究室単位での連携が多い傾向にあ
る。

今後は、市民活動センターの支援機能をさらに拡充していく必要があることから、市民活動推進協議会の検討結果等に基づく新たな施策を展開して
いく。
また、大学・企業等の地域貢献活動の促進については、相談窓口等を周知することで、市と大学や企業等が協働で実施する事業数の増加を目指し、
更なる協働・連携の体制の構築を図る。

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

市民やＮＰＯ・ボランティ
ア団体等に対する情報提供
や支援の充実を図った。ま
た、大学・企業との協働・
連携事業について、新たな
協働・連携先や、新たな分
野での協働・連携の可能性
を模索し、拡充を図った。

市民やＮＰＯ・ボランティ
ア団体等に対する情報提供
や支援の充実を図った。ま
た、大学・企業との協働・
連携事業について、新たな
協働・連携先や、新たな分
野での協働・連携の可能性
を模索し、拡充を図った。

市民やＮＰＯ・ボランティ
ア団体等に対する情報提供
や支援の充実を図った。ま
た、企業とＮＰＯ・ボラン
ティア団体とのマッチング
イベントを実施するなど、
新たな分野での協働・連携
の可能性を模索し、拡充を
図った。市民活動センター
の整備を進めた。

市民やＮＰＯ・ボランティ
ア団体等に対する情報提供
や支援の充実を図った。ま
た、登録団体同士の交流会
を実施するなど、新たな分
野での協働・連携の可能性
を模索し、拡充を図った。
市民活動センターを開館し
、来館した無関心層への声
掛けなどによる意識啓発を
図った。

今後も地域貢献活動の促進
に向けて、さらなる施策の
展開が必要である。

今後も地域貢献活動の促進
に向けたさらなる施策の展
開が必要である。
特に、平成29年度開設予定
の市民活動拠点施設の整備
と、各主体間のネットワー
ク構築に向けたコーディネ
ート機能の充実については
、積極的に推進していく。

大学・企業との協働・連携
事業について、市との実績
数としては減少がみられる
ことから、各課への啓発を
引き続き実施するとともに
、今後も地域貢献活動の促
進に向けて、さらなる施策
の展開が必要である。

今後も地域貢献活動の促進
や協働意識の啓発に向けて
、さらなる施策の展開が必
要である。



【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

事業種別

【進捗状況】

事業種別

４か年事業費計(単位:千円)

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事務事業名称
４か年事業（上段：計画、下段：評価）

【進捗状況】

所管部署

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事業種別

６　主要な事務事業の進行管理
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平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

※４か年事業費計は、第６次府中市総合計画策定時に算出したもので、今後の予算編成等により、実際の予算額と差が生じる場合があります。
　また、工事等に関する部分は、経常的経費とは異なるため、算定から除いています。

ＮＰＯ・ボランティア活動支援
事業

市民協働推進部 協働推進課

重点プロジェクト

301,850

市民活動推進協議会の検討
結果等に基づき、府中ＮＰ
Ｏ・ボランティア活動セン
ターの支援機能を拡充する
。

市民活動推進協議会の検討
結果等に基づき、府中ＮＰ
Ｏ・ボランティア活動セン
ターの支援機能を拡充する
。

新たな市民活動拠点施設を
開設し、市民活動の普及啓
発及び市民活動団体の支援
に関する新たな施策を展開
する。

市民活動の普及啓発及び市
民活動団体の支援に関する
新たな施策を展開する。

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

市民活動推進協議会の検討
結果等に基づき、府中ＮＰ
Ｏ・ボランティア活動セン
ターの支援機能を拡充する
ため、新規事業を実施した
。

市民活動推進協議会の検討
結果等に基づき、府中ＮＰ
Ｏ・ボランティア活動セン
ターの支援機能を拡充する
ため、新規事業を実施した
。

市民活動の普及啓発及び市
民活動団体の支援に関する
新規事業を実施した。

市民活動センターを新たに
開設し、指定管理者の中間
支援ノウハウを活用し、市
民活動の普及啓発及び市民
活動団体の支援に関する新
規事業を実施した。

大学・企業連携事業

市民協働推進部 協働推進課

主要な事務事業

0

現在実施している大学・企
業との協働・連携事業につ
いては、さらに事業の充実
を図る。また新たな協働・
連携先や、新たな分野での
協働・連携の可能性を模索
し、拡充を図る。

現在実施している大学・企
業との協働・連携事業につ
いては、さらに事業の充実
を図る。また新たな協働・
連携先や、新たな分野での
協働・連携の可能性を模索
し、拡充を図る。

現在実施している大学・企
業との協働・連携事業につ
いては、さらに事業の充実
を図る。また新たな協働・
連携先や、新たな分野での
協働・連携の可能性を模索
し、拡充を図る。

現在実施している大学・企
業との協働・連携事業につ
いては、さらに事業の充実
を図る。また新たな協働・
連携先や、新たな分野での
協働・連携の可能性を模索
し、拡充を図る。

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

やや遅れているが、概ね順
調

遅れが生じている。このま
までは目標達成が難しい

遅れが生じている。このま
までは目標達成が難しい

国立大学法人東京農工大学
と協働・連携に関する相互
友好協定を締結した。また
、大学や企業等との連携事
業数が増加傾向にあること
から、協働・連携体制の拡
充に向け、意識の醸成を図
ることができたものと考え
ている。

大学や企業等との新規の連
携事業数が増加傾向にある
ことから、協働・連携体制
の拡充に向け、意識の醸成
を図ることができていると
捉えている。

大学や企業との包括協定に
ついては増加をしているも
のの、各課において実施し
ている協働事業数としては
年々減少傾向にあることか
ら、引き続き各課において
取組を進めることができる
よう意識醸成を図っていく
。

企業との包括協定について
の相談はあるものの締結に
至っていない。各課におけ
る協働事業数についても微
増はしているが、引き続き
各課において取組を進める
ことができるよう意識醸成
を図っていく。

府中駅南口第一地区再開発市民
活動拠点施設整備事業

市民協働推進部 協働推進課

重点プロジェクト

0

市民活動拠点施設の内装工
事に伴う実施設計を行うと
ともに、管理運営等に関す
る検討を進める。

市民活動拠点施設の内装工
事を行う。

市民活動拠点施設の内装工
事を行い、当該施設を開設
する。

市民活動拠点施設を運営す
る。

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

やや遅れているが、概ね順
調

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

市民活動拠点施設の内装工
事に伴う実施設計を行った
。また管理運営等に関する
検討を進めた。

市民活動拠点施設の内装工
事について全体工事の遅延
により、延期した。

市民活動センターの指定管
理者を選定するとともに、
内装工事を行った。

施設購入、初度備品購入等
を実施し、市民活動センタ
ーを開館するとともに、指
定管理者による管理運営を
開始した。



優
先
度当初予算額 決算額

当初予算額
事務事業の概要

事務事業
評価/

総合評価

重
要
度

事務事業名

事
業
種
別

人
件
費
事
業

７　構成事務事業の評価 （単位：円）
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H29年度 H30年度H29年度 H30年度

1 市民活動センター管理運営事業 30 312,445,000 296,704,007 303,272,000 市民活動の推進、市民活動センタ
ーの運営

B 1 A B

2 市民提案型市民活動支援事業 30 0 0 0
公益につながる先駆的な事業に対
し、補助対象経費の２分の１以下
、上限50万円の補助金を交付する

D 2 B C

3 市民協働推進事業 30 5,721,000 5,480,421 7,172,000 市民との協働の推進 A A A

4 府中駅南口第一地区再開発市民活
動拠点施設整備事業

30 5,910,456,000 5,905,859,416 0
府中駅南口第一地区第一種市街地
再開発事業の施設建築物内に設置
する市民活動拠点施設の整備

D 3 A B

5 大学・企業連携事業 30 ○ 0 0 0 近隣地域にある大学等との連携事
業の実施

B 1 A B

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合 計 6,228,622,000 6,208,043,844 310,444,000


